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さきばる
さいごまで きあいをいれて ねばりづよく がんばる子ども の育成

1月20日（金）

「親子読書の日」
親子で本に親しみ，本
を通じて親子が共有す
る時間をもちましょう。

1/10 (火) 始業式

1/11 (水) いきいき生活ウィーク（～18日）

1/14 (土) 土曜授業 ふるさと奉仕作業

1/15 (日) 家庭の日 市民清掃の日

1/17 (火) 鹿児島学習定着度調査(小5,中1・2)

1/18 (水) 鹿児島学習定着度調査(小5,中1・2)

1/20 (金) 入学説明会・体験入学（中）

1/23 (月) 鹿児島をまるごと味わう学校給食週間

1/25 (水) ＣＲＴ（小）１日目

1/26 (木） ＣＲＴ（小）２日目

１２月１０日（土）に，ロードレース大会，学校
保健委員会，学級PTAが行われました。朝方，突然雨
が降り出し，心配しましたが，走る前になると，雨
がやみ，無事に大会が行われました。児童生徒は最
後まで諦めずに走りきりました。保護者や地域の方
々のたくさんの声援が，苦しい後半，後押ししてく
れました。ありがとうございました。
また，学校保健委員会では，講師に藤真理子先生

を招聘し，「いのちの誕生」という内容で性教育の話
をしていただきました。とても参考になる話でした。
日頃，あまり親子で男女の性について話すことがな
いので，とてもよい機会となりました。
その後，各クラスでPTAを行い，２学期のまとめと

反省をしました。お忙しい中たくさんの保護者に参
加していただき，ありがとうございました。

※校内ロードレース新記録
小学校４年女子 徳田 凜香 ４分２０秒

山下 葵結 ４分２１秒
５年男子 達村 瑠來 ７分１６秒

中学校１年男子 赤塚 健心 １４分４１秒

１２月１３日（火）に人権集会が行われま
した。人権ポスターの紹介や仲間作りゲーム
を通して人権について考えました。

１２月８日（木）に薬剤師の勇先生を講師に招聘
して血液教室が行われました。先生は，血液につい
てパワーポイントを使ってわかりやすく説明してく
ださいました。また，献血の大切さも話してくださ
いました。生徒一人一人が，自分の血液について考
えるよい機会となりました。

１２月６日（火）に奄美博物館の平城さん
をお招きして，今年度３回目の自然観察会を
行いました。今回は，シイの実について学習
を行いました。講義を聴いた後，シイの実の
採集へ出かけました。採れたシイの実は，龍
郷町の「いんまや動物病院」の療養中の生き
物へ届けられました。

ＢＲＡＶＯ！                     崎原小中学校 校長 鑪 謙治 

 2022FIFA ワールドカップカタール大会が，アルゼンチンの優勝で終わりました。今回のワールドカッ
プでは，日本がドイツとスペインを破った歴史的な大会となりました。ワールドカップ前の日本の FIFA
ランキングは 24 位。対するドイツは 11 位。スペインは 7 位でした。ちなみにこれまで日本は，FIFA ラ
ンキング一桁のチームに日本は勝ったことはありませんでした。 

日本の戦い方は徹底してました。相手の攻撃をひたすら守り抜き，カウンター。日本人の国民性が発揮
された大会でした。これまではどちらかというとスマートなサッカーを目指していたような気がします
が，森保監督は，いわゆる泥臭いサッカーに徹しました。我慢するところは我慢して，隙を突いて攻撃に
転じる。そして，チームの育成に対しても日本人らしい特徴がありました。選手はもちろん，チームを支
えてくれるスタッフ。特に日本代表の専属シェフを務めた西芳照さんは，テレビでも取り上げられていま
したが，選手と同じユニフォームを着て写真に収められていました。さらに，ここにサポーター（応援し
た国民）も含めて 1 つのチームとして戦い抜きました。 

今回のカタールワールドカップは，夜中，もしくは明け方までテレビの前に座り，睡眠不足の方々も多
かったのではないでしょうか。そして，日本人としての誇りを強く感じた大会だったと思います。中でも
長友佑都選手の「ブラボー！」は皆さんの耳に残ったと思います。私も毎回使わせていただいています。
長友選手の奥さん，平愛梨さんのルーツは沖永良部だそうで，鹿児島にゆかりがある人です。そんな長友
選手がインタビューを受けているときに「ブラボー！」だけでなく，「リバウンドメンタリティを発揮し
て」という言葉を使っていました。早速リバウンドメンタリティについて調べたところ，「自分なりに努力
しながら，周りのアドバイスを聞き，自分の弱さを知り試行錯誤して，挫折や失敗を乗り越えていく力」
とありました。リバウンドメンタリティとは「傾聴力」（他人のアドバイスに耳を傾ける謙虚な姿勢。周り
の意見を積極的に取り入れる柔軟性。人の話を聴く力）と，「主張力」（人から聴いた話をくみ取って実行
する力）の 2 つのことを言うそうです。今回日本代表は，格上のドイツに勝ちながらも格下のコスタリカ
に敗れました。コスタリカに敗れたときには，多くの人が「決勝トーナメントには上がれない」と思った
ことでしょう。しかし，選手たちはこのリバウンドメンタリティを発揮して，スペインに勝ったのです。 

ひょっとすると，この「リバウンドメンタリティ」は今後の不安定な世の中を生き抜く子どもたちにと
ってもとても重要なものだと考えます。挫折や失敗を繰り返すと，だんだん前が向けなくなり，自分が独
りぼっちになってしまったような気がしてきます。しかし，実際は周りには多くの支えてくれる人たちが
います。サッカー日本代表が負けたときも，力強いサポーターたちがいました。我々も勝った負けたで一
喜一憂するのではなく，人を信じ，助け合う世の中を作っていければと思います。 

いよいよ冬休みに入ります。保護者の皆さん，地域の皆さんに支えていただいた 2 学期でした。心から
感謝申し上げます。3 学期は，例年あっという間に終わります。保護者・地域の皆さんという偉大なサポ
ーターに支えられ令和 5 年を迎えたいと思います。よいお年をお迎えください。そして令和 4 年もありが
とうございました。 




